農　地　等　使　用　貸　借　契　約　書

貸主　　　　　　　　　を甲とし、借主　　　　　　　　　を乙とし、甲乙間において農地法の趣旨に基いて、次のとおり農地等使用貸借契約を締結する。

第１条　甲は、その所有する後記記載の農地（採草放牧地）を以下の約定で乙に無償で貸付け、乙はこれを借り受ける。

第２条　乙は、本件土地を農地として使用収益する。

第３条　使用貸借の期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの　　年間とする。

第４条　前条の使用貸借期間満了の場合、乙は本件土地を契約当時の原状に復して甲に引き渡さなければならない。

第５条　乙は、農地法第３条第２項第６号括弧書の規定による一時貸付をする場合に限って、農地法第３条第１項の規定による許可を得て第三者をして本件土地を使用させることができる。
第６条　契約事項を変更する場合は、変更事項をこの契約書に明記し、かつ、農業委員会に通知するものとする。
第７条　この契約書に定めのない事項については、甲乙が協議して定め、かつ、農業委員会に通知するものとする。
本契約を証するため、本書２通を作成し、甲乙各記名押印のうえ各１通を保有し、農業委員会は写し１通を保管するものとする。
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こちらは、農業生産法人以外の法人用になります
農　地　等　使　用　貸　借　契　約　書

貸主　　　　　　　　　を甲とし、借主　　　　　　　　　を乙とし、甲乙間において農地法の趣旨に基いて、次のとおり農地等使用貸借契約を締結する。

第１条　甲は、その所有する後記記載の農地（採草放牧地）を以下の約定で乙に無償で貸付け、乙はこれを借り受ける。

第２条　乙は、本件土地を農地として使用収益する。

第３条　使用貸借の期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの　　年間とする。

第４条　前条の使用貸借期間満了の場合、その満了の日から　　　日以内に乙は本件土地を契約当時の原状に復して甲に引き渡さなければならない。乙が原状に復することができないときは、乙は甲に対し、甲が原状に復するために要する費用及び甲に与えた損失に相当する金額を支払う。ただし、天災地変等の不可抗力又は通常の利用により損失が生じた場合及び修繕又は改良により変更された場合は、この限りではない。

第５条　甲は、乙が目的物たる農地を適正に利用していないと認められる場合には使用貸借契約を解除するものとする。
第６条　乙は、農地法第３条第２項第６号括弧書の規定による一時貸付をする場合に限って、農地法第３条第１項の規定による許可を得て第三者をして本件土地を使用させることができる。

第７条　契約事項を変更する場合は、変更事項をこの契約書に明記し、かつ、農業委員会に通知するものとする。

第８条　この契約書に定めのない事項については、甲乙が協議して定め、かつ、農業委員会に通知するものとする。

　本契約を証するため、本書２通を作成し、甲乙各記名押印のうえ各１通を保有し、農業委員会は写し１通を保管するものとする。
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